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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 面 の 簡 単 な 説 明
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
　 　 【 図 １ 】
　 ３ － （ ２ ， ４ － ジ メ ト キ シ ベ ン ジ リ デ ン ） ア ナ バ セ イ ン （ こ れ は ま た 、 「 Ｄ Ｍ Ｘ Ｂ 」 ま
た は 「 Ｇ Ｔ Ｓ － ２ １ 」 と し て 知 ら れ て い る ） を 示 し て お り 、 こ れ は 、 α ７ 選 択 的 ニ コ チ ン
性 ア ゴ ニ ス ト 活 性 を 有 す る ベ ン ジ リ デ ン － ア ナ バ セ イ ン の モ デ ル で あ る 。 他 の ３ － （ ベ ン
ジ リ デ ン ） ア ナ バ セ イ ン は 、 ベ ン ジ リ デ ン 部 分 が 異 な る 置 換 基 で あ る 以 外 同 じ で あ る 。
　 　 【 図 ２ 】
　 基 底 核 の 両 側 に 外 傷 を 受 け た ラ ッ ト に お け る 受 動 的 回 避 行 動 に 対 す る シ ン ナ ミ リ デ ン －
ア ナ バ セ イ ン の 効 果 を 示 す 。 外 傷 を 加 え て い な い 対 照 値 は 、 ２ ４ ７ ≠ ３ ５ 　 Ｓ ｅ ｃ 　 平 均
± で あ っ た 。 （ Ａ ） は 、 ３ － シ ン ナ ミ リ デ ン ア ナ バ セ イ ン で あ る ； （ Ｂ ） は 、 ３ － （ メ ト
キ シ シ ン ナ ミ リ デ ン ） ア ナ バ セ イ ン で あ る ； （ Ｃ ） は 、 ３ － （ ４ － メ ト キ シ － シ ン ナ ミ リ
デ ン ） ア ナ バ セ イ ン で あ る 。 投 薬 は 、 ｍ ｇ ／ ｋ ｇ で の Ｉ Ｐ で あ り 、

で あ る 。 * は 、 生 理
食 塩 水 対 照 （ １ 因 子 Ａ Ｎ Ｏ Ｖ Ａ ） と 比 較 し て 、 ｐ ＜ ０ ． ０ ５ で あ る こ と を 示 す 。 全 て の 値
は 、 平 均 ± Ｓ Ｅ Ｍ （ ｎ ＝ ４ ～ ６ ／ 群 ） で あ る 。
　 　 【 図 ３ 】
　 脳 ア ポ ト ー シ ス に 対 す る 脳 虚 血 （ 卒 中 ） の 効 果 、 お よ び こ の ア ポ ト ー シ ス か ら 保 護 す る
た め の ベ ン ジ リ デ ン － ア ナ バ セ イ ン α ７ ニ コ チ ン 性 ア ゴ ニ ス ト の 能 力 を 示 す 。 ラ ッ ト に 、
そ れ ら の 共 通 の 頸 動 脈 を 縛 る こ と に よ っ て 、 ３ ０ 分 間 の 虚 血 発 作 を 与 え た ； ア ポ ト ー シ ス
の 量 （ 梗 塞 サ イ ズ に 比 例 し て い る ） は 、 ２ ４ 時 間 後 に 決 定 し た 。 一 部 の 動 物 に は 、 結 紮 の
１ 時 間 前 に ベ ン ジ リ デ ン － ア ナ バ セ イ ン 化 合 物 で あ る Ｄ Ｍ Ｘ Ｂ （ １ 　 ｍ ｇ ／ ｋ ｇ 　 Ｉ Ｐ 、

量 Ａ 、 Ｂ お よ び Ｃ に お
い て 左 か ら 右 へ そ れ ぞ れ ： ０ ； ０ ． １ ； ０ ． ３ ； １ ． ０ お よ び ３ ． ０



塩 重 量 ） 、 ま た は 結 紮 の ５ 分 後 に ニ コ チ ン 性 ア ン タ ゴ ニ ス ト で あ る メ カ ミ ラ ミ ン （ ０ ． ５
ｍ ｇ ／ ｋ ｇ 　 Ｉ Ｐ ） 、 ま た は メ カ ミ ラ ミ ン お よ び Ｄ Ｍ Ｘ Ｂ の 両 方 か ま た は Ｄ Ｍ Ｘ Ｂ を 与 え
た 。 結 紮 前 に 与 え た Ｄ Ｍ Ｘ Ｂ 単 独 だ け が 、 ア ポ ト ー シ ス か ら 保 護 し た （ * 生 理 食 塩 水 注 射
対 照 と 比 較 し て 、 ｐ ＜ ０ ． ０ ５ ； １ 因 子 Ａ Ｎ Ｏ Ｖ Ａ 、 ｎ ＝ ４ ～ ５ ／ 群 ） 。
　 　 【 図 ４ 】
　 Ｅ Ｃ ５ ０ 濃 度 の ニ コ チ ン へ の ｎ － ア セ チ ル コ リ ン レ セ プ タ サ ブ タ イ プ の 応 答 性 に 対 す る
１ ０ ０ 　 ｍ Ｍ エ タ ノ ー ル の 効 果 を 示 す 。
　 　 【 図 ５ 】
　 生 理 食 塩 水 の 対 照 の 注 射 と 比 較 し て 、 Ｄ Ｍ Ｘ Ｂ （ Ｇ Ｔ Ｓ － ２ １ ） の 注 射 に よ っ て ラ ッ ト
で の ニ コ チ ン 自 己 投 与 の 阻 害 を 示 す 。
　 　 【 図 ６ Ａ 】
　 培 養 し た 新 皮 質 神 経 細 胞 で の Ｅ Ａ Ａ 誘 発 細 胞 毒 性 に 対 す る Ｄ Ｍ Ｘ Ｂ の 効 果 を 示 す 。 処 理
な し 。
　 　 【 図 ６ Ｂ 】
　 図 ６ Ａ と 同 様 で あ り 、 細 胞 を 、 １ ｍ Ｍ グ ル タ ミ ン 酸 で １ ０ 分 間 、 次 い で 、 洗 浄 後 グ ル タ
ミ ン 酸 で １ 時 間 イ ン キ ュ ベ ー ト し た 。
　 　 【 図 ６ Ｃ 】
　 図 ６ Ａ と 同 様 で あ り 、 細 胞 を 、 グ ル タ ミ ン 酸 処 理 の 前 に 、 １ ０ μ Ｍ 　 Ｄ Ｍ Ｘ Ｂ に ２ ４ 時
間 曝 露 し た 。
　 　 【 図 ６ Ｄ 】
　 図 ６ Ａ と 同 様 で あ り 、 細 胞 を 、 グ ル タ ミ ン 酸 処 理 の 前 に 、 １ ０ μ Ｍ 　 Ｄ Ｍ Ｘ Ｂ お よ び １
ｎ Ｍ 　 α － ブ ン ガ ロ ト キ シ ン の 同 時 適 用 に 曝 露 し た 。 ス ケ ー ル バ ー 、 ５ ０ μ ｍ 。
　 　 【 図 ６ Ｅ 】
　 Ｄ Ｍ Ｘ Ｂ 前 処 理 に よ る 神 経 毒 性 の 阻 害 。 Ｄ Ｍ Ｘ Ｂ に 曝 露 し た ２ ４ 時 間 後 、 １ 　 ｍ Ｍ 　 Ｅ
Ａ Ａ を １ ０ 分 間 ま た は １ 時 間 添 加 し 、 続 い て 、 そ れ ぞ れ 、 無 Ｅ Ａ Ａ 培 地 を １ 時 間 添 加 す る
か ま た は 添 加 し な か っ た 。 対 照 の ％ は 、 こ れ ら に Ｅ Ａ Ａ を 曝 露 し た ま た は 曝 露 し な い と き
の 生 存 可 能 細 胞 の 割 合 で あ る 。
　 　 【 図 ６ Ｆ 】
　 Ｄ Ｍ Ｘ Ｂ ま た は Ｍ Ｋ 　 ８ ０ １ （ 各 １ ０ μ Ｍ ） を 、 １ ０ 分 間 に わ た っ て 、 １ 　 ｍ Ｍ グ ル タ
ミ ン 酸 と 共 に 、 同 時 に 適 用 し た 。 * お よ び ＃ は 、 そ れ ぞ れ 、 グ ル タ ミ ン 酸 ま た は Ｎ Ｍ Ｄ Ａ
単 独 由 来 の ｐ ＜ ０ ． ０ ５ を 意 味 す る 。 値 は 、 平 均 ± Ｓ Ｅ Ｍ （ ｎ ＝ ５ ） を 反 映 し て い る 。
　 　 【 図 ７ 】
　 グ ル タ ミ ン 酸 細 胞 毒 性 か ら の Ｄ Ｍ Ｘ Ｂ 誘 発 保 護 に 対 す る コ リ ン 作 動 性 ア ン タ ゴ ニ ス ト の
効 果 。 各 ア ン タ ゴ ニ ス ト は 、 ２ ４ 時 間 に わ た っ て 、 １ μ Ｍ 　 Ｄ Ｍ Ｘ Ｂ ま た は １ ０ μ Ｍ ニ コ
チ ン を 含 有 す る 培 地 に 添 加 し た 。 Ｈ Ｅ Ｘ 、 １ μ Ｍ ヘ キ サ メ ト ニ ウ ム 。 Ｍ Ｅ Ｃ 、 １ μ Ｍ メ カ
ミ ラ ミ ン 。 Ｍ Ｌ Ａ 、 １ ０ 　 ｎ Ｍ メ チ ル リ カ コ ニ チ ン 。 Ｂ Ｔ Ｘ 、 １ ｎ Ｍ （ α ） － ブ ン ガ ロ ト
キ シ ン 。 Ａ Ｔ Ｒ 、 １ μ Ｍ ア ト ロ ピ ン 。 * お よ び ＃ は 、 そ れ ぞ れ 、 Ｄ Ｍ Ｘ Ｂ ま た は ニ コ チ ン
単 独 と 比 較 し て 、 ｐ ＜ ０ ． ０ ５ を 意 味 す る （ ｎ ＝ ５ ） 。
　 　 【 図 ８ Ａ 】
　 病 巣 虚 血 発 作 に 続 い た 梗 塞 サ イ ズ に 対 す る Ｄ Ｍ Ｘ Ｂ の 効 果 。 前 方 ポ ー ル の ５ ｍ ｍ 後 方 の
冠 状 切 片 で あ っ て 、 こ の 場 所 で 、 梗 塞 サ イ ズ が 最 大 で あ っ た 。 斜 線 領 域 は 、 典 型 的 な ２ ８
％ 梗 塞 （ 平 均 値 ） を 有 す る 染 色 さ れ た 生 理 食 塩 水 注 射 動 物 に 由 来 す る 。 底 部 ： １ ９ ％ 梗 塞
（ 平 均 値 ） を 有 す る Ｄ Ｍ Ｘ Ｂ 処 理 動 物 の 冠 状 切 片 （ 同 じ 座 標 ） 。
　 　 【 図 ８ Ｂ 】
　 病 巣 虚 血 発 作 に 続 い た 梗 塞 サ イ ズ に 対 す る Ｄ Ｍ Ｘ Ｂ の 効 果 。 前 方 ポ ー ル の ５ ｍ ｍ 後 方 で
の 全 冠 状 領 域 の 一 部 分 と し て の 梗 塞 サ イ ズ 。 虚 血 の ２ ４ 時 間 前 に 、 薬 剤 を 注 射 し た 。 Ｍ Ｅ
Ｃ ： ０ ． ５ 　 ｍ ｇ ／ ｋ ｇ 　 Ｉ Ｐ メ カ ミ ラ ミ ン ； Ｄ Ｍ Ｘ Ｂ ： １ 　 ｍ ｇ ／ ｋ ｇ 　 Ｉ Ｐ 。 右 パ ネ
ル ： 虚 血 中 に 注 射 し た Ｄ Ｍ Ｘ Ｂ 、 * 注 射 し た 生 理 食 塩 水 と 比 較 し て 、 ｐ ＜ ０ ． ０ ５ ； 一 元
Ａ Ｎ Ｏ Ｖ Ａ （ ｎ ＝ ６ ～ ８ ） 。
　 　 【 図 ９ 】
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　 シ ン ナ ミ リ ジ ン 構 造 と ベ ン ジ リ デ ン （ Ｇ Ｔ Ｓ － ２ １ ） と の 比 較 。
　 　 【 図 １ ０ 】
　 受 動 的 回 避 行 動 に お け る Ｄ Ｍ Ｘ Ｂ 誘 発 改 善 に 対 す る メ カ ミ ラ ミ ン の 効 果 。 成 体 Ｓ Ｄ 白 色
種 ラ ッ ト を 、 基 底 核 の 両 側 に 外 傷 を 付 け 、 そ し て 教 本 で 記 述 し て い る よ う に 、 １ ヶ 月 後 、
受 動 性 回 避 行 動 に つ い て 試 験 し た 。 訓 練 お よ び 試 験 間 隔 に 対 す る 潜 伏 は 、 生 理 食 塩 水 ビ ヒ
ク ル 、 ０ ． ５ 　 ｍ ｇ ／ ｋ ｇ 　 Ｄ Ｍ Ｘ Ｂ 、 ０ ． ２ 　 ｍ ｇ ／ ｋ ｇ メ カ ミ ラ ミ ン （ Ｍ Ｅ Ｃ ） ま た
は 両 方 の 薬 剤 を Ｉ Ｐ 注 射 し た １ ５ 分 後 に 決 定 し 、 そ し て ５ 匹 の 動 物 ／ 群 の 平 均 ± Ｓ Ｅ Ｍ と
し て 、 記 述 し た 。 * 生 理 食 塩 水 を 注 射 し た 群 と 比 較 し て 、 ｐ ＜ ０ ． ０ ５ 、 一 元 Ａ Ｎ Ｏ Ｖ Ａ
。
　 　 【 図 １ １ 】
　 基 底 核 の 両 側 に 外 傷 を 付 け た ラ ッ ト で の Ｍ ｏ ｒ ｒ ｉ ｓ 水 課 題 に お け る 訓 練 に 対 す る Ｄ Ｍ
Ｘ Ｂ の 効 果 。 外 傷 を 付 け た ま た は 偽 手 術 し た 動 物 を 、 教 本 で 記 述 し て い る よ う に 、 １ ヶ 月
後 に 、 訓 練 を 開 始 し た 。 外 傷 群 お よ び 非 外 傷 群 に お い て 、 毎 日 、 最 初 の 試 行 の １ ５ 分 前 に
、 生 理 食 塩 水 希 釈 液 、 ０ ． ５ 　 ｍ ｇ ／ ｋ ｇ 　 Ｄ Ｍ Ｘ Ｂ 、 ０ ． ２ 　 ｍ ｇ ／ ｋ ｇ メ カ ミ ラ ミ ン
（ Ｍ Ｅ Ｃ ） 、 ま た は 両 方 の 薬 剤 を 、 Ｉ Ｐ 注 射 し た 。 値 は 、 そ の 標 的 を 見 つ け る の に 必 要 な
平 均 時 間 で あ る （ 最 大 ： ６ ０ 秒 ） （ Ｎ ＝ ５ ） 。 群 間 比 較 は 、 表 １ で 記 述 す る 。
　 　 【 図 １ ２ 】
　 基 底 核 の 両 側 に 外 傷 を 付 け た ラ ッ ト で の Ｍ ｏ ｒ ｒ ｉ ｓ 水 課 題 に お け る 試 行 成 績 に 対 す る
Ｄ Ｍ Ｘ Ｂ の 効 果 。 図 ３ で 記 述 し た よ う に 、 動 物 に 外 傷 を 付 け 、 訓 練 し 、 そ し て 注 射 し た 。
４ 日 目 に て 、 ６ ０ 秒 の 試 行 間 隔 中 に て 、 そ の 標 的 象 限 で 費 や し た 時 間 の 断 片 を 、 各 群 に 対
し て 決 定 し 、 そ し て ５ 匹 の 動 物 ／ 群 の 平 均 ± Ｓ Ｅ Ｍ と し て 表 わ し た 。 * 生 理 食 塩 水 を 注 射
し た 外 傷 群 と 比 較 し て 、 ｐ ＜ ０ ． ０ ５ （ 一 元 Ａ Ｎ Ｏ Ｖ Ａ ） 。
　 　 【 図 １ ３ Ａ 】
　 ラ ッ ト 新 皮 質 で の 高 親 和 性 ［ 3 Ｈ ］ Ａ Ｃ ｈ ま た は ［ 1 2 5 Ｉ ］ α － ブ ン ガ ロ ト キ シ ン （ Ｂ Ｘ
Ｔ ） 結 合 に 対 す る Ｄ Ｍ Ｘ Ｂ ま た は ニ コ チ ン の 長 期 的 注 射 の 効 果 。 成 体 オ ス ラ ッ ト に 、 生 理
食 塩 水 ビ ヒ ク ル 、 １ ｍ ｇ ／ ｋ ｇ 　 Ｄ Ｍ Ｘ Ｂ ま た は ０ ． ２ 　 ｍ ｇ ／ ｋ ｇ ニ コ チ ン （ Ｎ Ｉ Ｃ ）
（ Ｉ Ｐ ） を 、 ２ 週 間 に わ た っ て 、 毎 日 、 注 射 し た 。 そ の 時 点 で 、 新 皮 質 を 除 去 し 、 そ の 教
本 で 記 述 し た よ う に 、 高 親 和 性 ［ 3 Ｈ ］ Ａ Ｃ ｈ ま た は ［ 1 2 5 Ｉ ］ α － ブ ン ガ ロ ト キ シ ン 結 合
に つ い て ア ッ セ イ し た 。 各 値 は 、 ４ 匹 の 動 物 ／ 群 の 平 均 ± Ｓ Ｅ Ｍ で あ る ； * 生 理 食 塩 水 を
注 射 し た 対 照 値 と 比 較 し て 、 ｐ ＜ ０ ． ０ ５ （ 一 元 Ａ Ｎ Ｏ Ｖ Ａ ） 。 ３ － Ｃ Ａ 、 ２ － Ｍ ｅ Ｏ Ｃ
Ａ お よ び ４ － Ｍ ｅ Ｏ Ｃ Ａ に 対 す る ラ ッ ト α ７ 　 Ａ Ｃ ｈ Ｒ の 応 答 。 こ の ラ ッ ト α ７ サ ブ ユ ニ
ッ ト を コ ー ド す る Ｒ Ｎ Ａ で 注 射 し た 卵 母 細 胞 の ピ ー ク ア ゴ ニ ス ト 活 性 化 電 流 に 対 す る 濃 度
－ 応 答 関 係 。 全 て の 応 答 は 、 ま ず 、 ５ ０ ０ μ Ｍ 　 Ａ Ｃ ｈ （ こ れ は 、 薬 剤 適 用 の ５ 分 前 に 適
用 し た ） に 対 す る 個 々 の 卵 母 細 胞 － 応 答 に 関 連 し て 、 測 定 し た 。 応 答 は 、 １ の 応 答 が 完 全
な 効 率 を 表 わ す よ う に 、 Ａ Ｃ ｈ で 得 る こ と が で き る 最 大 応 答 に 関 連 し て 、 規 準 化 し た 。 ５
０ ０ μ Ｍ 　 Ａ Ｃ ｈ 対 照 応 答 の Ａ Ｃ ｈ 最 大 に 対 す る 比 は 、 Ｐ ａ ｐ ｋ ｅ ら 、 １ ９ ９ ７ か ら 引 き
出 し た 。
　 　 【 図 １ ３ Ｂ 】
　 ラ ッ ト 新 皮 質 で の 高 親 和 性 ［ 3 Ｈ ］ Ａ Ｃ ｈ ま た は ［ 1 2 5 Ｉ ］ α － ブ ン ガ ロ ト キ シ ン （ Ｂ Ｘ
Ｔ ） 結 合 に 対 す る Ｄ Ｍ Ｘ Ｂ ま た は ニ コ チ ン の 長 期 的 注 射 の 効 果 。 成 体 オ ス ラ ッ ト に 、 生 理
食 塩 水 ビ ヒ ク ル 、 １ ｍ ｇ ／ ｋ ｇ 　 Ｄ Ｍ Ｘ Ｂ ま た は ０ ． ２ 　 ｍ ｇ ／ ｋ ｇ ニ コ チ ン （ Ｎ Ｉ Ｃ ）
（ Ｉ Ｐ ） を 、 ２ 週 間 に わ た っ て 、 毎 日 、 注 射 し た 。 そ の 時 点 で 、 新 皮 質 を 除 去 し 、 そ の 教
本 で 記 述 し た よ う に 、 高 親 和 性 ［ 3 Ｈ ］ Ａ Ｃ ｈ ま た は ［ 1 2 5 Ｉ ］ α － ブ ン ガ ロ ト キ シ ン 結 合
に つ い て ア ッ セ イ し た 。 各 値 は 、 ４ 匹 の 動 物 ／ 群 の 平 均 ± Ｓ Ｅ Ｍ で あ る ； * 生 理 食 塩 水 を
注 射 し た 対 照 値 と 比 較 し て 、 ｐ ＜ ０ ． ０ ５ （ 一 元 Ａ Ｎ Ｏ Ｖ Ａ ） 。 ３ － Ｃ Ａ 、 ２ － Ｍ ｅ Ｏ Ｃ
Ａ お よ び ４ － Ｍ ｅ Ｏ Ｃ Ａ に 対 す る ラ ッ ト α ７ 　 Ａ Ｃ ｈ Ｒ の 応 答 。 特 定 濃 度 で の ３ － Ｃ Ａ 、
２ － Ｍ ｅ Ｏ Ｃ Ａ お よ び ４ － Ｍ ｅ Ｏ Ｃ Ａ の 適 用 後 、 ラ ッ ト α ７ 注 射 卵 母 細 胞 の 対 照 （ ５ ０ ０
μ Ｍ ） Ａ Ｃ ｈ 応 答 の レ ジ デ ュ ア ル イ ン ヒ ビ シ ョ ン 。 全 て の 応 答 は 、 ５ ０ ０ μ Ｍ
　 Ａ Ｃ ｈ （ こ れ は 、 こ の 実 験 ア ゴ ニ ス ト 適 用 の ５ 分 前 に 適 用 し た ） に 対 す る 卵 母 細 胞 応 答
に 関 連 し て 表 わ さ れ る 。
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　 　 【 図 １ ４ Ａ 】
　 ３ － Ｃ Ａ 、 ２ － Ｍ ｅ Ｏ Ｃ Ａ ま た は ４ － Ｍ ｅ Ｏ Ｃ Ａ に 対 す る α ４ β ２ 　 Ａ Ｃ ｈ Ｒ の 応 答 。
ラ ッ ト α ４ β ２ サ ブ ユ ニ ッ ト を コ ー ド す る Ｒ Ｎ Ａ で 注 射 し た 卵 母 細 胞 の ピ ー ク ア ゴ ニ ス ト
活 性 化 電 流 に 対 す る 濃 度 － 応 答 関 係 。 応 答 は 、 ま ず 、 １ ０ μ Ｍ
　 Ａ Ｃ ｈ （ こ れ は 、 薬 剤 適 用 の ５ 分 前 に 適 用 し た ） に 対 す る 応 答 に 関 連 し て 表 さ れ 、 次 い
で 、 １ の 応 答 が 全 効 能 を 表 わ す よ う に 、 Ａ Ｃ ｈ で 得 る こ と が で き る 最 大 応 答 に 関 連 し て 、
規 準 化 し た 。 １ ０ μ Ｍ 　 Ａ Ｃ ｈ 応 答 と 最 大 Ａ Ｃ ｈ 応 答 と の 間 の 比 は 、 別 個 の 研 究 で 決 定 さ
れ た 。
　 　 【 図 １ ４ Ｂ 】
　 ３ － Ｃ Ａ 、 ２ － Ｍ ｅ Ｏ Ｃ Ａ ま た は ４ － Ｍ ｅ Ｏ Ｃ Ａ に 対 す る α ４ β ２ 　 Ａ Ｃ ｈ Ｒ の 応 答 。
特 定 濃 度 で の ３ － Ｃ Ａ 、 ２ － Ｍ ｅ Ｏ Ｃ Ａ ま た は ４ － Ｍ ｅ Ｏ Ｃ Ａ の 適 用 後 、 ラ ッ ト α ４ β ２
注 射 卵 母 細 胞 の 対 照 （ １ ０ μ Ｍ ） Ａ Ｃ ｈ 応 答 の レ ジ デ ュ ア ル イ ン ヒ ビ シ ョ ン 。 応 答 は 、 １
０ μ Ｍ 　 Ａ Ｃ ｈ （ こ れ は 、 実 験 的 ア ゴ ニ ス ト 適 用 の ５ 分 前 に 適 用 し た ） に 対 す る 個 々 の 卵
母 細 胞 応 答 に 関 連 し て 表 わ さ れ る 。
　 　 【 図 １ ５ 】
　 Ｎ Ｇ Ｆ 欠 乏 下 に て 分 化 し た Ｐ Ｃ １ ２ 細 胞 に お け る 神 経 突 起 生 存 率 に 対 す る コ リ ン の 効 果
。 １ 週 間 分 化 し 、 次 い で Ｎ Ｇ Ｆ ＋ 血 清 を 欠 乏 さ せ た Ｐ Ｃ １ ２ 細 胞 を 、 ４ 日 間 に わ た っ て 、
無 血 清 培 地 （ １ ０ ０ 　 ｎ ｇ ／ ｍ ｌ の Ｎ Ｇ Ｆ と 共 に ま た は そ れ な し で 、 特 定 コ リ ン 濃 度 ± １
０ μ ｌ メ カ ミ ラ ミ ン ） に 曝 露 し た 。 そ の 時 点 で 、 Ｐ Ｃ １ ２ 細 胞 発 現 神 経 突 起 の 画 分 を 定 量
し 、 そ し て ３ ～ ４ プ レ ー ト ／ 群 の 平 均 ± Ｓ Ｅ Ｍ と し て 表 わ し た 。 * 未 処 理 細 胞 と 比 較 し て
、 ｐ ＜ ０ ． ０ ５ （ 一 元 Ａ Ｎ Ｏ Ｖ Ａ ） 。
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